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いせ志穂 
盛岡市議会議員

（市民会議）

　

皆
様
か
ら
ご
支
持
い
た
だ
い
て

市
議
に
な
っ
て
か
ら
す
で
に
足
か

け
四
年
。
今
年
改
選
を
む
か
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
一
人
会
派

の
私
が
質
問
や
提
案
を
し
続
け
て

こ
れ
た
の
は
、
知
恵
と
力
を
貸
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
だ

と
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
デ
フ
レ
不
況
は
さ
ら

に
進
み
、
財
政
危
機
は
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
こ
の
不
況
の
中
で
持

て
る
者
と
持
た
ざ
る
者
の
格
差
は

さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
の

に
、
相
変
わ
ら
ず
一
部
の
官
僚
や

特
定
の
団
体
に
奉
仕
す
る
政
治
が

ま
か
り
通
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
立
場
に
立
つ
改
革
が
必

要
で
す
。

　

私
は
、
企
業
・
大
労
組
・
宗
教

団
体
・
業
界
団
体
の
支
援
は
受
け

ず
、
す
べ
て
市
民
一
人
一
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
カ
ン
パ
に
支
え
ら

れ
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
ヒ
モ
付

き
で
な
い
か
ら
、
恐
れ
ず
、
本
当

◆
議
員
の
政
務
調
査
費
領
収
書
添
付
義
務
を
実
現
（
〇
二
年
）

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
議
会
の
審
議
状
況
を
公
開
。
議
案
、
請

願
へ
の
賛
否
情
報
を
含
め
、
も
っ
と
議
会
も
情
報
公
開
を
す

べ
き
と
主
張
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
規
制
を
断
念
さ
せ
る
（
〇

一
年
）
◆
住
基
ネ
ッ
ト
に
反
対
。
国
へ
の
意
見
書
を
議
案
と

し
て
提
出
す
る
が
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
る
。
そ
の
後
重
大

事
態
の
際
は
切
断
す
る
と
市
か
ら
確
約
を
と
る
（
〇
二
年
）

情報公開

街づくり

◆
一
九
六
二
年
盛
岡
市
生
ま
れ(

四
〇
才)

◆
厨
川
小
、
厨
川
中
、
盛

岡
三
高　

岩
大
教
育
学
部
特
美
中
退
◆
生
協
パ
ー
ト
後
岩
手
ア
イ
ワ

勤
務
◆
九
四
年
長
女
、
九
六
年
次
女
出
産
◆
九
九
年
盛
岡
市
議
初
当

選
◆
全
国
の
無
党
派
議
員
と
連
携
し
、
新
し
い
市
民
の
党
を
め
ざ
す

◆
議
員
の
政
務
調
査
費
値
上
げ
に
反
対
し
、
実
現
（
〇
一
年
）

◆
マ
リ
オ
ス
へ
の
補
助
金
約
六
億
円
を
中
止
さ
せ
る
（
〇
一

年
）
◆
簗
川
ダ
ム
の
中
止
を
求
め
要
望
を
県
に(

〇
一
年)

市

民
投
票
も
実
施(

〇
三
年)

◆
市
職
員
の
給
与
引
き
下
げ
条
例

に
賛
成
、
可
決
（
〇
二
年
）

行財政改革

市
民
参
加
�
改
革
�

�
支
援
�
�
願
�
�
�
��

�
�
�
�
�
募
集

こ
の
ニ
�
�
ス
を
宅
配
し
て
い
た

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
の
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
�

�
�
志
穂
�
政
策
�
�
皆
�
�
�
一
人
�
一
人
�
�
�
意
見
�
�
�
�
�
�
�
�
作
�
�
�
�
�
�
�

行
政
�
�
要
望
�
提
言
�
�
�
�
�
相
談
事
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
気
軽
�
�
連
絡
�
�
�
�
�

◆
岩
手
県
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
◆
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
を

聞
き
な
が
ら
の
読
書
、
声
援
し
な
が
ら
の
サ
ッ
カ
ー
中
継
観
戦
、
子

供
た
ち
と
動
物
公
園
で
ぼ
ん
や
り
。
こ
れ
ら
が
幸
せ
。
◆
Ｂ
型

くらし

伊勢志穂の

あゆみ

の
こ
と
を
言
い
続
け
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
特
定
の
利
益
代
表
と
な

る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
の
声
を
集

め
な
が
ら
、
社
会
的
不
平
等
の
是

正
を
求
め
て
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
期
目
が
勝
負
。

　

ぜ
ひ
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

私
�
�
�
応
援
�
�
�
�
�

◆
喜
納
昌
吉(

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー)

◆
黒
岩
�
�
�
�

(

参
議
院
議
員)

◆
�
�
�
昭(

新
潟
市
長)

◆
堂
本
�
�
子

(

千
葉
県
知
事)

◆
中
村
敦
夫(

参
議
院
議
員)

◆
肴
町
プ
ー
ル
存
続
運
動
に
協
力
（
〇
〇
年
）
◆
八
幡
番
屋

の
望
楼
の
保
存
に
協
力
（
〇
二
年
）
◆
松
園
ゾ
ー
ン
バ
ス
や

青
山
新
駅
に
つ
い
て
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
四
千
件
。

（
〇
二
年
）
◆
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
青
山
ま
ち
づ
く
り
懇
話

会
を
主
催
し
、
青
山
新
駅
設
置
を
求
め
市
民
と
行
政
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
中
。

◆
介
護
保
険
料
の
減
免
を
繰
り
返
し
主
張
（
九
九
年
）
一
部

実
現
◆
児
童
が
犯
罪
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
公
園
の
剪
定
を

お
願
い
、
実
現
（
〇
一
年
）
◆
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
設
置
の

た
め
活
動
中
◆
岩
手
に
も
ホ
ス
ピ
ス
設
置
を
求
め
て
、
願

う
会
結
成
に
参
加
（
〇
二
年
）
◆
盛
岡
市
最
終
処
分
場
の
廃

水
汚
染
を
追
及(

〇
二
年)



(2)(3)

簗
川
�
�(

六
七
�
億
円)

�
御
所
取
水
設
備(

三
�
�
億
円)

�
�
�
�

�
簗
川
取
水
設
備(

二
�
�
億
円)

��

合
計
約
一
二
�
�
億
円

盛
岡
市
�
借
金
二
七
�
�
億
円
�
一
世
帯
�
�
�
二
五
�
万
円

早
急
�
事
業
�
見
直
�
�
無
駄
�
�
�
�
中
止
�

　

盛
岡
市
は
早
急
に
三
つ
の
事
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

① 

無
駄
な
も
の
は
中
止
す
る

私
が
一
二
月
議
会
で
「
事
業
の

中
止
あ
る
い
は
縮
小
に
よ
っ
て
ど

れ
だ
け
の
歳
出
を
減
ら
し
て
い
る

の
か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
「
そ

う
い
う
形
で
は
答
え
ら
れ
な
い
」

と
い
う
答
え
。
つ
ま
り
市
の
「
事

業
見
直
し
」
は
「
延
期
す
る
だ
け

で
具
体
的
な
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ

た
も
の
で
は
な
い
」
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

各
事
業
に
つ
い
て
市
民
か
ら
の

声
を
集
め
、
市
民
が
い
ら
な
い
と

す
る
も
の
は
止
め
る
べ
き
で
す
。

(

志
木
市
で
は
一
億
円
以
上
の
公

共
事
業
は
計
画
を
公
開
し
市
民
か

ら
意
見
を
求
め
る
こ
と
を
条
例
化

し
て
い
ま
す)

② 

行
政
の
コ
ス
ト
削
減

一
二
月
議
会
で
市
職
員
の
給
与

を
約
２
％
引
き
下
げ
る
内
容
の
議

案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。市

職
労
に
対
し
て
給
与
と
手

当
な
ど
の
額
の
資
料
提
出
を
お
願

い
し
ま
し
た
が
「
時
間
が
足
り
な

い
」
と
の
事
で
資
料
は
い
た
だ
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
市
職
員
の
平
均

給
与
が
七
〇
〇
万
円
台
と
い
う
こ

と
か
ら
考
え
れ
ば
妥
当
な
議
案
と

考
え
、
私
は
引
き
下
げ
に
賛
成
し

ま
し
た
が
、
社
民
市
民
連
合
・
共

産
党
な
ど
の
会
派
は
反
対
し
ま
し

た
。私

は
今
後
も
景
気
動
向
が
変
化

し
な
い
限
り
、
特
別
職
も
含
め
た

報
酬
・
手
当
等
の
引
き
下
げ
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

③ 

景
気
対
策

市
長
は
景
気
対
策
は
国
や
県
が

や
る
仕
事
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。も

っ
と
真
剣
に
市
で
も
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
考
え
る
べ
き
で

す
。
起
業
に
対
す
る
無
償
融
資
や

さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
は
可
能
と

私
は
考
え
ま
す
。

　

現
在
盛
岡
市
の
水
需
要
は
安

定
し
て
お
り
、
簗
川
ダ
ム
を
造
っ

た
と
し
て
も
盛
岡
市
が
水
利
用
を

始
め
る
の
は
六
〇
年
後
。(

市
の

見
解
。
岩
大
井
上
教
授
試
算
で
は

二
一
二
一
年
か
ら)

　

一
二
月
議
会
で
の
私
の
質
問
の

中
で
解
っ
た
こ
と
で
す
が
、
取
水

設
備
の
建
設
に
莫
大
な
費
用
が

か
か
り
ま
す
。

　

御
所
設
備
に
約
三
〇
〇
億
円
。

簗
川
ダ
ム
の
完
成
に
六
七
〇

億
円
。
浄
水
場
に
約
一
三
六
億

円
，
関
連
す
る
配
水
施
設
に
約

五
七
億
円
，
合
わ
せ
て
約
一
二
〇

〇
億
円
の
整
備
費
が
必
要
で
す
。

盛
岡
市
�
�
�
�
�
施
設
�
設
置
�

　

ホ
ス
ピ
ス
と
は
積
極
的
な
治
療

が
も
は
や
施
せ
な
く
な
っ
た
患
者

が
、
痛
み
の
緩
和
を
行
い
な
が
ら

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
行
う
た
め

の
施
設
で
す
。(

日
本
で
は
主
に

末
期
ガ
ン
の
方
が
利
用
し
て
い
ま

す)

全
国
に
一
一
〇
施
設
あ
り
ま

す
が
、
施
設
が
な
い
県
は
岩
手
を

初
め
と
し
て
た
っ
た
五
つ
だ
け
。

　

人
生
の
終
末
期
に
「
チ
ュ
ー
ブ

や
機
械
に
つ
な
が
れ
る
の
で
は
な

く
、
自
分
ら
し
く
過
ご
し
た
い
」

と
考
え
る
人
は
多
数
い
ま
す
。
私

が
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
高
齢

者
介
護
の
問
題
と
同
じ
様
に
、
人

権
の
保
障
と
し
て
ホ
ス
ピ
ス
施
設

は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

(

例
え
ば
、
市
立
病
院
に
併
設

し
て
二
十
床
作
れ
ば
二
億
円
で
で

き
ま
す)

　

今
の
と
こ
ろ
、市
の
見
解
は「
ホ

ス
ピ
ス
施
設
は
総
合
計
画
に
入
っ

て
い
な
い
。
痛
み
の
緩
和
は
市
立

病
院
で
も
対
応
で
き
る
」
と
い
う

も
の
で
す
。

　

昨
年
の
一
二
月
七
日
「
岩
手
に

ホ
ス
ピ
ス
設
置
を
願
う
会
」
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
市

民
の
声
で
、
ホ
ス
ピ
ス
施
設
を
盛

岡
市
に
作
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
失
わ
れ
る
自
然
の
価
値

は
計
り
し
れ
ま
せ
ん
。

　

簗
川
ダ
ム
取
水
事
業
が
無
駄
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
財
政
的
に
も

無
理
な
事
業
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
即
刻
の
中
止
を
求
め
て

活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
署
名
運

動
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

　

盛
岡
市
は
一
般
会
計
約
一
三
五
〇
億
円
、
下
水
道
で
六
五
〇
億
円
、

水
道
で
約
三
〇
〇
億
円
、
病
院
で
一
〇
〇
億
円
、
そ
の
他
二
五
〇
億
円
、

合
計
約
二
七
〇
〇
億
円
の
借
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
世
帯
あ
た

り
約
二
五
〇
万
円
に
な
り
ま
す
。

市税の推移

借入額

利息

返済額

予想 ( 最大給水量 )

実績 ( 最大給水量 )

取水能力

簗川ダム分

20
00
年

20
10
年

20
20
年

簗川ダムについての市民投票 (03.1.19)

賛成 4% 反対 73% わからない 23%

市民の声のほとんどは建設反対でした。


